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冬の立山連峰
を眺める

私は冬の立山連峰が好きです。晴れて澄んだ日には、
山々をぼーっと眺めています。荒々しい稜線や山肌が雪化
粧によって真っ白に変わったさまをあてもなく眺めるのです。
すると、ある時に気持ちが満たされていることに気づくんで
すね。充実感ともいいましょうか。

なぜ、冬の立山連峰を眺めることが気持ちを満たしてくれ
るのか。厳しい冬の時期に晴れて澄んだ山々が広がってい
ると、珍しいものを見れてありがたい気持ちになるということ
はあります。しかし、それと同時に「ぼーっと眺める」ことが
寄与しているように思います。山々を眺めていると、「１日10

分でも本を読んでみようかな」、「仕事で引っかかっていたあ
の件は、〇〇のように考えられるのではないか」などと思考
が自然に浮かんできます。目先の未来が少しだけ見通せた
気になり、それが気持ちを満たしてくれているのかもしれま
せん。
世間では「ぼーっとする大会（https://bo-ttosuru.com/）」
というものがあり、2025年は大阪万博にて開催されたようで

す。いつか富山でも開催してくれることをひそかに願う今日
この頃です。
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